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「
主
体
性
等
」を
育
む

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
企
業
採
用
と
は

解決のヒント②

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

27 26

支
援・採
用
は
共
に
過
渡
期

既
存
の
採
用
シ
ス
テ
ム
に
課
題

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
た

企
業
の
新
た
な
採
用
手
法

「主体性等」をどう育てるか？課題2

早
期
か
ら
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
に
よ
り

社
会
と
リ
ン
ク
し
、学
び
の
必
要
性
を
知
る

　
企
業
の
求
め
る
人
材
要
件
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
大
学
で
も
強

く
意
識
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
伺
う

と
、
例
え
ば
「
主
体
性
等
」
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
、
学
生
時

代
の
ど
ん
な
経
験
が
そ
れ
ら
を
育
て
る

の
か
、「
主
体
性
等
」
が
社
会
で
ど
う
役

立
つ
の
か
を
、
学
生
に
具
体
的
に
説
明

し
づ
ら
い
と
お
悩
み
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、大
学
の
中
で「
学
生
時
代
の
経
験
」

「
経
験
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
」「
内
定
獲

得
」「
就
業
後
の
活
躍
」
そ
れ
ぞ
れ
の
相

関
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
が
、
蓄
積
さ
れ

て
い
な
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
既
存
の
採
用
シ
ス
テ
ム
に
も
課
題
が

あ
り
ま
す
。
一
括
エ
ン
ト
リ
ー
で
大
量

の
求
職
者
を
集
め
る
方
式
で
は
、
ま
ず

大
学
名
や
筆
記
試
験
で
人
数
を
絞
り
、

面
接
で
初
め
て
学
生
個
人
に
つ
い
て
探

り
ま
す
。
学
生
の
情
報
を
十
分
に
得
ら

れ
な
い
ま
ま
採
用
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
、
本
当
に
必
要
な
人
材
を
取
り
こ
ぼ

し
て
い
る
可
能
性
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
企
業
は
新
た
な
採
用
手
法

を
取
り
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
一
つ
が

「
Ｈ
R
テ
ッ
ク
」【
図
表
１
】
の
活
用
で
、

例
え
ば
入
社
後
に
活
躍
す
る
人
材
要
件

を
見
い
だ
し
、
I
T
を
活
用
し
て
合
致

す
る
人
材
を
探
し
出
す
手
法
等
で
す
。

も
う
一
つ
は
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。
求
職
者
を
数
多
く

集
め
て
か
ら
絞
り
込
む
の
で
は
な
く
、

公
開
さ
れ
た
学
生
の
情
報
を
見
て
、
自

社
に
合
う
人
材
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手

法
で
す
【
図
表
２
】。

　
企
業
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
る
学
生
の
学

修
・
行
動
歴
に
着
目
し
、
採
用
に
活
用

し
始
め
て
い
る
の
で
す
。
最
近
は
１
、

２
年
次
の
学
生
に
対
し
て
、ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
内
容
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
提
供
す
る
な
ど
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
う
ま
く
活
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
低

学
年
か
ら
の
利
用
と
情
報
の
公
開
の
２

点
に
あ
り
ま
す
。

　
低
学
年
か
ら
学
習
や
行
動
の
詳
細
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、【
図

表
３
】
に
あ
る
「
自
律
サ
イ
ク
ル
」
を

（株）ベネッセｉーキャリア
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さ
く
ら
い
た
か
ふ
み
●
大
手
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
経
て
、２
０

１
６
年
株
式
会
社
パ
ー
ソ
ル
キ
ャ
リ
ア
に
入
社
。一
貫
し
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
採
用
事
業
に
携
わ
る
。２
０
１
６
年
12
月
よ
り
現
職
。
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よ
り
多
く
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
経
験
に
基
づ
く
正
確
な
自
己

認
知
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報

の
信
頼
性
を
高
め
る
う
え
で
も
量
と
具

体
性
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
思
考
力
な
ど

の
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
結
果
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
、

客
観
性
を
高
め
れ
ば
さ
ら
に
信
頼
性
は

高
ま
り
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
内
容
を
大
学
や

企
業
に
公
開
し
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
受
け
る
し
く
み
が
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
【
図
表
３
】。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
は
、認
め
る
、褒
め
る
（
認
知・称
賛
）

と
、
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
（
実
益
）

が
あ
り
ま
す
。
企
業
か
ら
の
接
触
は
、

学
生
に
と
っ
て
将
来
の
自
分
の
位
置
を

知
り
、
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
学
生
の
「
自
律
サ
イ
ク
ル
」
と
外
部

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
噛
み
合
え

ば
、
キ
ャ
リ
ア
と
学
び
の
さ
ら
な
る
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ダイレクトリクルーティングなど多様化する採用手法

ＨRテック（Human Resource×Technology）を活用した採用例

学生の個性、
タイプ

＝大量の母集団確保
＝高いコストをかけて一律の基準での選抜
＝大量の「不合格者」

これまでの採用

均質な
新卒採用人材

大学生

母集団

内定者

ナビサイト登録

説明会実施

選 抜

ハイ
パフォーマー

ロー
パフォーマー

1.パフォーマンスによって
   社員を分ける

2.ハイパフォーマーの特性を
   ITによって分析

3.得られた特性に近い学生を
   リクルーティングする

新卒
採用時
の情報

アセス
メント

社内
サーベイ

社員 学生

eポートフォリオ
やアセスメントなど

【図表１】

【図表２】

【図表３】

自
律
サ
イ
ク
ル
が
も
た
ら
す

学
び
と
キ
ャ
リ
ア
の
相
乗
効
果

「
主
体
性
等
」
を
育
む
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
は
、企
業
も
注
目
し
始
め
て
い
る
。

企
業
と
大
学
が
学
生
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
学
生
に
育
ま
れ
る
力
と
は
。

経験・スキル

自己認知

内省 行動

・すべきこと、目標
・長所、短所・・・など

自律サイクル

eポートフォリオを活用して、
自律サイクルを言語化

認知・称賛

実益の提示

学びの進展

キャリアの進展

相乗効果

フィードバック

学生
（eポートフォリオによる言語化） （教育や採用に活用）

大学や企業
公開

・成績UPや単位取得
・採用試験のオファー

・評価、アドバイス

外部からのフィードバックを取り入れ、学びとキャリアを進展させる

＝1、2年次からのポートフォリオ登録
＝学修履歴や体験をキーとしてのマッチング
＝学生と企業双方のコスト削減

これからの採用

ナビサイト

ポートフォリオ
からのインターン
シップオファー

ダイレクト
リクルーティング

多様な
新卒採用人材


